
2022 年 12 月 21 日(水)、公明党鈴鹿市議団として、「アピアランスケアに対する助成を求める要

望書」を、杉野副市長に手渡しました。 

 
 

 

「アピアランスケア」に対する助成を求める要望書 

 

最新のがん統計によると、日本人女性が生涯で乳がんに罹患する率は 10.6％であり、今や９

人に１人となりました。 診断と治療技術の進歩により、早期発見・早期治療が可能となり、こ

こ数年でがん治療の通院をしながら仕事を継続したいと希望する人も増え、仕事との両立が可能

となっています。 また，社会全体で両立を支援しようという動きが高まっており、抗がん剤治

療の影響で外見が変化する精神的なつらさを和らげるためのがん患者に対する「アピアランスケ

ア」は、治療前と変わらない生活を維持するために欠かせないものとなっております。 そのよ

うな状況を踏まえ、抗がん剤の影響による脱毛や乳房切除後のケアに対して、岐阜県の全市町村、



名古屋市をはじめ愛知県の多くの自治体など、購入費助成を行う自治体が全国で広がりつつあり

ます。 現在、三重県では令和 5 年度からの事業実施にむけ、担当部署より予算要求されてい

るため、本市においても、県とともに積極的に取組をはかるべく、以下の事項を要望いたします。 

                   記 

1. 抗がん剤治療による脱毛に悩む方が着用するウィッグに対する助成を行うこと。 

2. 乳がん手術による乳房の形の変化を補正するための乳房補正パッドまたは人工乳房（それ

らを固定する下着を含む）に対する助成を行うこと。 

3. 三重県のアピアランスケア助成制度導入に伴い、実施に向けた連携を図ること。   

                                   以上                                                      


